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「
戦
後
70
年
」

テ
レ
ビ
で
も
特
番

が
多
数
放
映
さ
れ

た
。
語
り
部
は
80

歳
以
上
、「
殺
さ

な
け
れ
ば
殺
さ
れ

る
、
敵
を
人
間
と
思
わ
な
い
、
そ

れ
が
戦
争
」
全
員
が
二
度
と
戦
争

を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
断

言
し
た
。
元
従
軍
看
護
婦
は
「
前

線
で
逃
げ
ま
ど
い
、
空
腹
の
あ
ま

り
疲
れ
果
て
倒
れ
た
。
傍
ら
に
は

兵
隊
の
死
体
、
食
料
を
持
っ
て
い

な
い
か
と
体
を
探
っ
た
」
と
戦
場

の
筆
舌
に
尽
く
せ
な
い
実
態
を
証

言
し
た
。
沖
縄
で
は
地
上
戦
が
展

開
さ
れ
、
本
土
で
も
空
襲
や
原
爆

投
下
を
受
け
多
く
の
国
民
が
命
を

落
と
し
、
想
像
を
絶
す
る
地
獄
絵

図
と
な
っ
た
。
当
時
は
国
も
国
民

も
ま
と
も
で
は
な
か
っ
た
と
語

る
。
▼
国
内
外
で
３
０
０
万
人
以

上
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
▼
こ
れ
か

ら
戦
争
の
悲
惨
さ
を
語
り
継
ぐ

の
は
戦
後
生
ま
れ
に
継
承
さ
れ

る
。
首
相
は
戦
後
70
年
談
話
に
て

「
侵
略
や
反
省
と
お
わ
び
」
を
一

般
論
・
間
接
的
に
表
現
し
、「
将

来
の
子
ど
も
た
ち
に
謝
罪
を
続
け

る
宿
命
を
背
負
わ
せ
て
は
な
ら
な

い
」
と
語
っ
た
。
反
省
の
気
持
ち

が
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
▼
こ
れ
ま

で
時
の
政
権
が
痛
切
に
反
省
や
お

わ
び
を
表
明
し
て
も
、
一
部
か
ら

そ
れ
を
覆
す
発
言
が
飛
び
出
し
、

近
隣
諸
国
の
不
信
を
い
っ
そ
う
煽

る
、そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
主
因
は
現
首
相
に
も
あ
る
。

▼
「
70
年
談
話
」
は
安
保
法
案
を

強
行
し
て
い
る
首
相
の
「
ご
ま
か

し
の
談
話
」
に
聞
こ
え
る
。

第
12
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
団
体
に
２
１
０
万
円
を
贈
呈
す
る
�

　

２
０
１
５
年
８
月
22
日
（
土
）、12

回
目
と
な
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
助
成
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
鹿
児
島
支
店
５
階
大
ホ
ー

ル
に
て
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、助
成
を
決
定
し
た
団
体
お
よ

び
本
年
度
申
請
団
体
よ
り
30
名
、そ

の
他
、鹿
児
島
県
県
民
生
活
局
よ
り

２
名
の
ご
来
賓
と
審
査
委
員
７
名
、

ろ
う
き
ん
職
員
を
あ
わ
せ
55
名
の
関

係
者
が
一
堂
に
集
ま
り
ま
し
た
。

　

式
典
開
始
前
の
約
１
時
間
を
「
名

刺
交
換
会
」
と
位
置
づ
け
、参
加
者

同
士
の
親
睦
・
交
流
の
場
を
設
定

し
、和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
開
始

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

開
会
に
際
し
、主
催
者
を
代
表
し

東
県
本
部
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
後
、

平
井
審
査
委
員
長
よ
り
経
過
報
告
な

ら
び
に
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

今
回
の
申
請
団
体
数
が
過
去
２
番
目

に
多
い
50
団
体
と
な
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
、「
前
回
の
申
請
団
体

数
が
26
団
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、お
よ
そ
倍
近
く
の
団
体
か
ら

申
請
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ

県
内
に
お
い
て
は
助
成
制
度
へ
の
期

待
が
高
く
、
私
た
ち
の
果
た
す
べ
き

役
割
が
あ
る
と
認
識
し
た
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
助
成
団
体
は
10
団
体
に

決
定
し
、内
訳
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
７

団
体
、任
意
団
体
が
３
団
体
で
す
。

　

特
に
、フ
ォ
ー
ラ
ム
史
上
初
と
な

る
学
生
だ
け
で
組
織
さ
れ
た
団
体
へ

の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
が
大
き
な
話

助成団体および審査委員のみなさん

題
と
な
り
ま
し
た
。

　

助
成
団
体
へ
の
目
録
贈
呈
お
よ
び

記
念
写
真
を
撮
り
終
え
た
後
、休
憩

を
挟
み
、各
助
成
団
体
の
皆
様
よ
り
、

今
回
の
助
成
金
の
活
用
方
針
や
団
体

の
活
動
報
告
な
ど
、約
１
時
間
に
亘

り
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
配
付
し
た
資
料
に
は
、

前
回
（
第
11
回
）
の
助
成
団
体
か
ら

頂
い
た
活
動
報
告
を
ま
と
め
、有
効

な
助
成
金
の
使
い
み
ち
や
活
動
状
況

な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

助成団体名 支援内容（目的） 助成金額
（万円）

特定非営利活動法人
ハンセン病問題の全面解決を目指して共に歩む会

年２回発行する「会報」を、安定的に700部印刷・配布するこ
とで、安心安全に生活できる社会つくりに貢献。 １８

特定非営利活動法人　ＮＰＯ舞舞フレンズ 「ハンヤ」の中にある竹を使った「竹ハンヤ」という伝統芸能
に親しんでもらうための事業。 ２０

鹿児島県相談支援ネットワーク会議 事務局の機能充実のためＰＣを購入、研修案内・情報提供を
行う。ＨＰの立上げや研修開催等、一層の資質向上を図る。 １２

ＮＰＯ法人　屋久島エコ・フェスタ 「100年の記憶ウィルソンが見た鹿児島の自然」出前講座開催
と合わせ、写真や解説を１冊にまとめた冊子を作成する。 ２５

特定非営利活動法人
　　　　消費者ネットワークかごしま

消費者問題や被害情報などの知識を得、未然防止に向けた教
育啓蒙の機会として学習会を促進する。
また、先進団体への派遣や交流を行い専門家集団としての力
量をあげる。

２０

イクメンを育てるママの会 乳幼児を持つパパ、ママが妊娠中のパパ、結婚が近い男性を対
象に育児体験を通じてパパにもっと理解を深めてもらう。 ２０

鹿児島県大学・短大生等
　　　　ボランティアサークル連絡協議会

大学・短大ボランティアサークルの活動内容を紹介する冊子
の発行や交流・研修会を実施し、活性化を図る。 ３０

ＮＰＯ法人　鹿児島親子の会 ひとり親家庭の貧困率の改善を図るため、交流会や講演会、
「面会交流」「養育費」促進啓発活動をおこなう。 ２０

特定非営利活動法人　フードバンクかごしま
学生チームの代表者が被災地に赴き県産のお茶を直接届ける
こととフードバンクの先進的団体で研修を受け、鹿児島での活
動の活性化に繋げる。

２０

特定非営利活動法人　こころのサポートアミ 高齢者の認知症予防および認知症進行の遅延化に関する実
証的研究と臨床的効果を図る。 ２５

【第１２回九州ろうきんＮＰＯ助成団体】
※応募総数（50）団体
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第
７
回
役
員
会
を
開
催

九
州
ろ
う
き
ん
鹿
児
島
県
本
部
友
の
会
連
絡
協
議
会

　

９
月
８
日
（
火
）、
ろ
う
き

ん
鹿
児
島
支
店
３
階
会
議
室
に

お
い
て
、県
下
各
支
部
（
地
域
）

の
代
表
者
が
集
い
、
県
本
部
友

の
会
連
絡
協
議
会
「
第
７
回
役

員
会
（
総
会
）」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
協
議
会
は
、
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
会
員
の
た
め
の

福
利
共
済
活
動
を
通
じ
て
、
会

員
の
社
会
的
、
経
済
的
地
位
の

報
告
、
⑶
２
０
１
５
年
度
活
動

方
針
（
案
）
お
よ
び
会
計
予
算

（
案
）、
⑷
九
州
ろ
う
き
ん
の
概

況
な
ど
で
す
。

　

特
に
、
毎
年
開
催
す
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
、
会
場

の
選
定
方
法
に
関
す
る
意
見
が

多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

離
島
３
支
部
に
対
す
る
ス
ポ
ー

ツ
大
会
補
助
に
つ
い
て
は
、
限

ら
れ
た
財
政
事
情
の
中
か
ら
捻

出
し
、
今
年
度
も
引
き
続
き
補

助
す
る
こ
と
と
し
て
具
体
的
な

金
額
や
支
給
時
期
に
つ
い
て
は

「
執
行
部
一
任
」
を
確
認
い
た

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
役
員
会
開
催
前
に
、

肝
属
支
部
会
長
の
西
洋
一
氏
よ

り
、「
医
療
費
負
担
の
現
状
と

今
後
の
対
策
」
を
テ
ー
マ
に
約

40
分
間
の
講
演
を
行
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
参
加
者
自
ら
が
相
互

に
学
習
す
る
機
会
を
提
供
し
合

え
る
こ
と
は
、
有
意
義
な
こ
と

で
あ
り
、
今
後
も
引
き
続
き
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

役職名 区分 氏　名 支店・地域名
会　長 現 鸙野　甚吉 鹿児島県庁

副会長 現 中村　　忍 鹿児島南

事務局長 現 脇元　　勇 鹿 児 島

幹　事 現 小原　直久 日 置

幹　事 現 荻迫　弘美 大 島

幹　事 現 西　　洋一 鹿 屋

幹　事 現 松下　辰郎 加 世 田

幹　事 現 中原　昭伸 出 水

幹　事 現 岩坪　利昭 種 子 島

幹　事 現 大窪　　勉 志 布 志

幹　事 現 永松　照雄 大 口

幹　事 現 芝田　裕彦 徳 之 島

幹　事 現 馬場　慶郎 指 宿

会計監査 現 弥栄　公一 川 内

会計監査 新 西　　　毅 霧 島

向
上
に
役
立
て
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

役
員
会
は
、
県

全
体
で
開
催
す
る

行
事
内
容
の
確
認

お
よ
び
会
員
相
互

の
意
見
交
換
の
場

と
し
て
開
催
す
る

も
の
で
す
。
議

題
は
、
⑴
活
動
報

告
、
⑵
２
０
１
４

年
度
会
計
報
告
な

ら
び
に
会
計
監
査

2015年度　鹿児島県本部ろうきん友の会連絡協議会役員名簿

　

９
月
５
日
（
土
）、鹿
児
島

市
民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
鹿
児

島
ろ
う
き
ん
創
立
60
周
年
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も

面
白
か
っ
た
」「
な
か
な
か
良

い
企
画
だ
っ
た
」
と
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
き
、
盛
会
裏
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
講
演
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
関
係
各
位
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

鹿
児
島
ろ
う
き
ん
創
立
60
周
年
記
念
講
演

県
下
各
地
よ
り
２
１
６
名
が
参
加
！

原
口
泉
先
生
、
明
治
維
新
と
産
業
革
命

に
つ
い
て
熱
く
語
る
!!

県
立
図
書
館
長
の
原
口

泉
氏
に
「
明
治
維
新
と

産
業
革
命
」
と
題
し
て
、

約
90
分
間
の
講
演
を

行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
場
は
同
施
設
内
の

市
民
ホ
ー
ル
で
、
当
初

の
参
加
見
込
み
を
上
回

る
２
１
６
名
の
参
加
が

あ
り
、
主
催
者
側
は
嬉

し
い
誤
算
と
な
り
ま
し
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夏
を
彩
る
「
ど
ん
ど
ん
祭
り
」！

　

踊
り
と
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
パ
レ
ー
ド
に

　

参
加
し
ま
し
た

徳
之
島
支
店
推
進
委
員
会

　

徳
之
島
町
の
夏
を
彩
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
「
ど
ん
ど
ん
祭
り
」

の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
に
始
ま
り
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
相
撲
・
ど
ん

ど
ん
芸
能
・
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
・

ハ
ー
レ
ー
舟
・
花
火
大
会
と
、

各
大
会
が
２
週
間
に
わ
た
っ
て

徳
之
島
町
の
各
地
で
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

徳
之
島
支
店
は
川
口
推
進
委

員
長
を
中
心
に
８
月
８
日
の
夕

刻
か
ら
、
踊
り
と
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
ま

し
た
。
亀
津
の
16
ｍ
道
路
を
、

お
揃
い
の
「
ろ
う
き
ん
ハ
ッ

ピ
」
を
身
に
ま
と
い
、
沿
道
の

見
物
客
に
あ
め
や
ろ
う
き
ん
ウ

チ
ワ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
り
な

が
ら
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
一
番
の
注
目
は
「
ツ

カ
エ
ル
さ
ん
」
の
着
ぐ
る
み
が

徳
之
島
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
こ
と

で
す
。
見
物
の
会
員
や
一
般
の

皆
さ
ん
、
子
供
た
ち
に
大
人
気

で
愛
嬌
を
い
っ
ぱ
い
振
り
ま
き

ま
し
た
。
一
時
間
半
ほ
ど
の
パ

レ
ー
ド
で
し
た
が
、
地
域
の
行

事
に
≪
ろ
う
き
ん
≫
と
し
て
参

加
し
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

パフォーマンス部門で参加� ついにツカエルさん、デビュー�

き
ま
し
た
。

九州ろうきんお客さまサービス室
（専用フリーダイヤル） ０１２０－７９６－２１０【受付時間】平日9:00～17:00お問い合わせ先 1
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全労済の火災共済・自然災害共済がリニューアルしました！
　全労済の火災共済・自然災害共済は２０１５年２月より新しくなりました。先日襲
来した台風や地震などの自然災害に備えて、ご自宅の保障も見直しませんか？
　ご相談・お問い合わせの際はお近くの全労済までご連絡ください。

台風15号被害　お見舞い申しあげます
現在一日も早い生活復旧にむけて、

現場調査と共済金のお支払いにつとめています。

　

台
風
15
号
の
被
災
受
付
は
、２
，０
９

７
件
（
９
月
８
日
現
在
）
と
な
り
、現
在

一
日
も
早
い
生
活
復
旧
に
む
け
て
、全
国

支
援
者
と
と
も
に
、現
場
調
査
と
共
済
金

の
お
支
払
い
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　

被
災
件
数
が
多
く
、皆
さ
ま
へ
の
十
分

な
対
応
が
行
き
届
か
ず
、ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、引
き
続
い
て
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、台
風
被
害
に
よ
る
ご
自
宅
の
損

壊
や
お
ク
ル
マ
の
被
害
に
つ
い
て
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

全労済住宅損害受付センター

0120-131-459（受付：24時間365日）
※電話が集中しており、つながりにくいことがあります。

おクルマの被害に関する受付・お問い合わせ

0120-0889-24（受付：24時間）
※ホームページによる受付も行っています。

全労済ホームページ　 http://www.zenrosai.coop

～被災受付・連絡先～
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２
０
１
５
年
9
月
1
日
～
9

月
30
日
ま
で
「
全
国
統
一
店
舗

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か
」

「
保
障
を
見
直
す
方
法
が
わ
か
ら

な
い
」
な
ど
、保
障
に
関
す
る
素

朴
な
疑
問
を
ぐ
り
ん
ぼ
う
店
舗
で

解
決
し
ま
せ
ん
か
？

　
「
気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で

も
相
談
で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る

店
舗
』」
を
合
言
葉
に
、
ぐ
り
ん

ぼ
う
鹿
児
島
・
鹿
屋
・
奄
美
の
ス

タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
ご
来
店
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
統
一
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中
！

９
月
30
日
ま
で
！

【１つでも該当する場合は、
　ぐりんぼう各店舗へご来店ください】
□保障内容がわからない。
□無駄な保障を見直したい。
□家族が増えた。
□新しい車を購入する予定。
□住宅の保障を充実したい。

　

２
０
１
５
年
7
月
30
日
の
全

労
済
鹿
児
島
県
本
部
代
表
者

会
議
お
よ
び
鹿
児
島
県
労
済

生
協
通
常
総
代
会
に
お
き
ま
し

て
、専
務
執
行
役
員
に
選
任
い

た
だ
き
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

2
年
前
ま
で
全
労
済
鹿
児

島
県
本
部
で
事
業
推
進
部
門

の
担
当
と
し
て
業
務
さ
せ
て
い

た
だ
き
、鹿
児
島
県
の
協
力
団

体
お
よ
び
関
係
諸
団
体
の
皆
さ

ま
に
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
、新
職
務
と
な
り
ま

す
が
、心
新
た
に
精
一
杯
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
、新
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人
事
異
動
の
報
告

転入■
梶
原　

健
児

　
　
全
労
済
鹿
児
島
県
本
部

　
　
専
務
執
行
役
員

９月１日「防災の日」「店舗キャンペーン」
あまみＦＭ　ラジオジャックしました！

ご協力いただいた皆さまありがとうございました！

　この日は「みんなが主役�すまいるラジオ�」と題し、全労済があまみＦＭをラジオ
ジャックしました。１日の放送のなかで、生放送・ミニコーナーに出演し、防災と保障
についての情報をお伝えしました。
　また、地元の奄美地域推進委員長や指定整備工場鹿児島県協議会会長も出演し、それ
ぞれの活動を紹介していただきました�

�やんごディ�スタジオで出演した
立石本部長・梶原専務

末広市場ディ�放送所で出演した喜納推進委員長

キャンペーン期間中、
各店舗へご来店･ご成
約いただいた方すべ
てに粗品をお渡しし
ます♪

全労済、住まいる共済
について紹介♪奄美での防災取り組み

について紹介♪
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臨床心理士　山藤奈穂子

　

Ｑ　
発
達
障
害
が
あ

る
と
、
雑
談
が
う
ま
く

で
き
な
い
と
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

Ａ　
障
害
の
程
度
は

千
差
万
別
で
す
が
、
会

話
が
苦
手
な
人
は
多
い

よ
う
で
す
。
自
分
の
興

味
の
あ
る
話
ば
か
り
を

詳
細
に
話
す
、
複
数
で

の
会
話
に
つ
い
て
い
け

な
い
、
い
き
な
り
失
礼

な
こ
と
を
言
う
、
過
度

に
緊
張
す
る
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
表
情
な
ど
の

非
言
語
的
な
情
報
が
読

み
取
れ
な
い
、
マ
ナ
ー

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、

会
話
が
苦
手
な
理
由
は
い
ろ
い
ろ
で

す
。

　

Ｑ　
会
話
の
ス
キ
ル
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

Ａ　
発
達
障
害
が
あ
る
人
は

「
な
ん
と
な
く
」「
暗
黙
の
了
解
」

が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
会
話
の
必

要
性
を
倫
理
的
に
説
明
し
、
次

に
参
考
書
を
勧
め
ま
す
。「
人

付
き
合
い
や
話
し
方
の
マ
ナ
ー

と
コ
ツ
」「
発
達
障
害
の
人
の

ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
講
座
」
な
ど

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
が
あ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。
最
初
に
こ
う

い
っ
た
研
修
を
し
っ
か
り
と
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

Ｑ　

病
院
な
ど
で
は
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
訓
練
を
受
け

ら
れ
ま
す
か
？

　

Ａ　
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
や
専
門
の
病
院
な
ど
で
、

専
門
家
に
よ
る
訓
練
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
雑
談
は

簡
単
そ
う
に
見
え
ま
す
が
、
非

常
に
高
度
な
ス
キ
ル
が
必
要
で

す
。
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
質

問
し
た
り
、
相
手
の
表
情
を
読

み
取
っ
て
会
話
を
切
り
上
げ
た

り
…
。
職
場
で
は
、
あ
る
程
度

人
と
会
話
で
き
な
け
れ
ば
、
仕

事
が
円
滑
に
運
び
ま
せ
ん
。「
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
わ
か
っ
て

い
な
い
の
か
な
？
」
と
い
う
気

持
ち
で
、
サ
ポ
ー
ト
の
声
を
か

け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

発達障害がある人のためのソーシャル・スキル
（１）雑談

ニュース・
ワード

イクボス

識
改
革
に
力
を
入
れ
ま
す
。
企
業
の

枠
を
越
え
て
協
力
し
合
う
の
が
特
徴

で
、「
こ
う
や
っ
て
イ
ク
ボ
ス
を
養

成
し
た
」
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
共
有

を
目
指
し
ま
す
。

　

部
下
が
育
児
と
仕
事
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
に
、
理
解
の

あ
る
管
理
職
の
こ
と
で
す
。

「
イ
ク
メ
ン
」
は
言
葉
と
し

て
は
定
着
し
て
き
ま
し
た

が
、
職
場
で
は
「
子
育
て
は

女
性
の
す
る
も
の
」
と
い
う

固
定
観
念
が
ま
だ
ま
だ
強
い

の
が
現
実
。
男
性
の
育
児
・

介
護
休
暇
取
得
率
は
２
％
程

度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
」
は
こ

う
し
た
状
況
を
打
破
す
る

た
め
、
日
本
生
命
な
ど
24
社
と
組
ん

で
「
イ
ク
ボ
ス
企
業
同
盟
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
は
管
理
職
の
意

読
　
者

か
ら
の

声
　

194

　

先
般
、ろ
う
き
ん
本
店
に
行
っ
た

ら
、窓
口
対
応
の
方
が
明
る
く
、丁

寧
に
接
し
て
下
さ
っ
て
気
持
ち
よ

か
っ
た
。　
　
（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　
＂
自
主
夜
間
中
学
＂
と
い
う
も
の

を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
と
は
違
う
よ
う
で
す
が
、公

的
夜
間
中
学
は
も
っ
と
設
置
が
進
ん

で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
既
存
中
学
校

の
空
き
教
室
は
、そ
の
一
つ
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。　
（
鹿
児
島
市
・
男
性
）

　

定
年
後
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
検
討

す
る
年
齢
と
な
り
ま
し
た
。
保
険
の

見
直
し
な
ど
、自
助
努
力
が
必
要
な
よ

う
で
す
。　　
　
　
（
日
置
市
・
男
性
）

　

育
児
休
暇
中
の
た
め
、
職
場
か
ら

「
労
働
者
福
祉
だ
よ
り
」
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
ず
、ろ
う
き
ん
へ
足
を
運

び
ま
し
た
。
毎
回
楽
し
み
で
す
。
少

し
難
し
い
の
で
、解
け
る
ま
で
ス
ッ
キ

リ
し
ま
せ
ん（
笑
）。（
出
水
市
・
女
性
）

　

毎
月
楽
し
み
に
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
「
噴
火
口
」
の
コ
ラ
ム

は
妻
共
々
共
感
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
今
後
「
全
労
済
」
の
特
集
記

事
等
の
掲
載
も
期
待
い
た
し
ま
す
。

（
阿
久
根
市
・
男
性
）

　

入
社
し
て
今
年
で
２
年
目
で
、

や
っ
と
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。「
労

働
者
福
祉
だ
よ
り
」
を
読
む
余
裕

も
出
て
き
た
の
で
、自
分
の
為
に
も

毎
月
読
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

（
薩
摩
川
内
市
・
女
性
）
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「
２
０
１
５
親
子
ふ
れ
あ
い
講
座

in
南
薩
」

～
食
産
業
と
自
然
と
平
和
を
体
感
す
る

南
薩
想
い
出
の
２
日
間
～ 

県
労
福
協

　

夏
休
み
に
入
っ
た
最
初
の
週
末
に

親
子
で
ふ
れ
あ
う
体
験
型
の
講
座

を
、７
月
24
日
（
金
）
～
25
日
（
土
）

の
１
泊
２
日
で
開
催
し
、
９
家
族
、

23
名
（
大
人
12
名
、子
ど
も
11
名
）

に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、今
年
終
戦
70
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、南
さ
つ
ま
市
加
世

田
に
あ
る
「
万
世
特
攻
平
和
祈
念

館
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

展
示
品
の
中
の
特
攻
前
日
に
撮

影
さ
れ
た
写
真
に
は
、子
犬
を
抱
い

て
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
る
無
邪
気
な

17
歳
の
青
年
の
姿
が
あ
り
、翌
日
は

特
攻
隊
員
と
し
て
尊
い
命
を
国
へ
捧

げ
た
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
戦

争
の
悲
惨
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
る
次

第
で
し
た
。

　

親
子
で
の
体
験
研
修
は
、枕
崎
市

の
郊
外
に
あ
る
松
下
研
修
館
（
公
民

館
）
で
、山
崎
巳
代
治
先
生
の
指
導

の
下
、「
３
種
類
の
ジ
ャ
ム
作
り
（
苺
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、す
も
も
）」
を
行
い
、

家
族
ご
と
に
瓶
詰
め
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、鰹
節
を
削
っ
て
茶

節
作
り
も
体
験
し
、自
然
食
、無
添

加
食
の
美
味
し
さ
も
実
感
で
き
ま
し

た
。
う
ん
め
か
っ
た
ど
ー
�
（
笑
）

　

そ
の
後
の
箱
庭
作
り
で
は
数
種

類
の
苔
と
石
を
用
い
て
、30
㎝
四
方

の
木
箱
に
、親
子
で
思
い
思
い
の
箱

庭
を
作
り
ま
し
た
。
最
近
で
は
土
や

苔
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く
、楽
し

い
創
作
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
最
初
は
、枕
崎
漁
協
に
あ

る
鰹
の
冷
凍
庫
で
、マ
イ
ナ
ス
30
度

の
世
界
体
験
で
す
。
寒
い
ど
こ
ろ
で

は
な
く
、数
分
も
い
ら
れ
な
い
ほ
ど

で
、濡
ら
し
て
絞
っ
た
タ
オ
ル
を
振

り
回
す
と
、タ
オ
ル
は
開
い
た
形
で

固
ま
り
ま
し
た
。
び
っ
く
り
�

　

引
き
続
き
、「
枕
崎
お
魚
セ
ン

タ
ー
」
で
鰹
の
た
た
き
体
験
、鰹
の

解
体
見
学
と
鰹
の
身
の
ワ
ラ
焼
き

体
験
を
し
て
、昼
食
に
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、ま
ず
、南
九
州
市
頴
娃

町
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、武
の
神
様

「
釜
蓋
神
社
」へ
。
正
式
名
称
は「
射

楯
兵
主
（
い
た
て
つ
わ
も
の
ぬ
し
）

神
社
」
で
す
。
釜
蓋
を
頭
に
乗
せ

て
お
参
り
し
ま
す
。
な
か
な
か
難
し

い
。
ど
ん
な
願
い
事
を
し
た
で
し
ょ

う
か
。

　

そ
し
て
、頴
娃
の
「
ア
グ
リ
ラ
ン

ド
え
い　

畑
の
郷
水
土
利
館
」で
は
、

お
茶
の
手
も
み
体
験
と
水
と
土
展

示
室
の
見
学
を
行
い
、親
子
で
わ
い

わ
い
お
茶
を
手
も
み
し
ま
し
た
。
製

品
は
お
土
産
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
、鹿
児
島
市
七
ツ
島
「
薩

摩
庵
」で
鹿
児
島
名
物「
か
る
か
ん
」

と
「
さ
つ
ま
あ
げ
」
の
工
場
見
学
で

す
。
ガ
ラ
ス
越
し
に
全
自
動
で
清
潔

な
製
造
工
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

親子で思い思いの箱庭を作りました

◀ お茶の手もみ体験

鰹のワラ焼き体験 ▶

し
た
。お
土
産
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、協
力
頂
い
た
関
係
各
位
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

「ひっとべ！かごしま国文祭」 

いよいよ今秋開催！  

 

「ひっとべ！かごしま国文祭」 

いよいよ今秋開催！  

「ひっとべ！かごしま国文祭」
いよいよ今秋開催！

県
労
福
協
も

　
応
援
し
て
い
ま
す
�

　

国
内
最
大
の
文
化
の
祭
典
「
第

30
回
国
民
文
化
祭
・
か
ご
し
ま
２

０
１
５
」（
愛
称
：
ひ
っ
と
べ
�

か
ご
し
ま
国
文
祭
）
が
い
よ
い
よ

今
年
の
秋
（
10
月
31
日
（
土
）
～

11
月
15
日
（
日
）
の
16
日
間
）、

鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
本
物
。
鹿
児
島
県
～
文
化
維

新
は
黒
潮
に
乗
っ
て
～
」
の
テ
ー

マ
の
下
、
多
様
性
と
活
気
に
あ
ふ

れ
る
本
県
の
魅
力
と
、
テ
ー
マ
に

込
め
た
思
い
を
、
ス
ト
ー
リ
ー
性

に
満
ち
た
県
民
の
物
語
と
し
て
展

開
す
る
開
会
式
を
皮
切
り
に
、
県

内
全
て
の
市
町
村
に
お
い
て
、
音

楽
、
演
劇
、
舞
踊
、
文
芸
、
美
術
、

郷
土
芸
能
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
や
、

「
食
の
宝
庫
」
鹿
児
島
ら
し
く
、

黒
豚
や
焼
酎
、
お
茶
な
ど
地
元
の

食
材
を
使
っ
た
「
食
や
焼
酎
」
の

イ
ベ
ン
ト
、
明
治
維
新
１
５
０
周

年
を
控
え
、
日
本
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
鹿
児
島
の
歴
史
、
薩
摩

焼
や
大
島
紬
な
ど
の
伝
統
工
芸

品
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し

ま
す
。

　

鹿
児
島
に
来
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
、
お

も
て
な
し
の
心
に
あ
ふ
れ
た
県
民

総
参
加
に
よ
る
国
民
文
化
祭
と

な
る
よ
う
、
皆
様
と
一
緒
に
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
か
ご
し
ま
国
文
祭
の
開

催
を
記
念
し
て
、
誰
で
も
参
加
で

き
る
国
文
祭
イ
ベ
ン
ト
巡
り
や

歴
史
探
訪
、
焼
酎
蔵
巡
り
、
郷
土

料
理
体
験
な
ど
の
「
お
得
」
な
旅

行
商
品
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
か
ご
し
ま

国
文
祭
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
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〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
、
住
所
、

名
前
、
職
場
名
、
郵
便
番
号
を
明
記

の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り
ま
す
。

な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対
す
る
ご

意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。
締

め
切
り
は
２
０
１
５
年
10
月
７
日
必

着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞
品
を
進

呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

８
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
は

80
通
で
、
73
通
が
正
解
で
し
た
。
厳

正
な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が

当
選
さ
れ
ま
し
た
。

︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

答え「ショキバライ」
　　  （暑気払い）

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　�
八
つ
の
頭
と
尾
を
持
つ

…
…
の
お
ろ
ち

４
　�

北
と
南
に
あ
り
ま
す
ね
。

…
…
大
陸

７
　�

10
月
の
祝
日
。
…
…
の
日

９
　�

…
止
、…
酒
、…
煙

10
　
模
様
が
つ
い
た
色
紙

11
　�

贈
り
物
。
謙
遜
し
て
言
う

と

12
　�

鎌
倉
市
の
東
隣
は
…
…
市

13
　
百
年
が
単
位
で
す

15
　�

来
年
の
五
輪
開
催
都
市
。

略
し
て
こ
う
呼
ば
れ
ま
す

16
　
花
札
で
９
月
は
？

17
　�

収
穫
に
感
謝
す
る
お
祭
り

21
　�

機
械
は
苦
手
。
…
…
に
弱

い

23
　�

サ
ラ
ダ
用
ソ
ー
ス

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

２
　�

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
芸
人

３
　�「
花
燃
ゆ
」
は
…
…
ド
ラ
マ

４
　�

…
行
、…
徳
、…
事

５
　�

お
相
撲
さ
ん

６
　�

10
月
の
こ
と
で
す

８
　�

か
つ
て
「
言
語
明
瞭
…
…

不
明
」
と
言
わ
れ
た
首
相

が
い
ま
し
た

10
　�
マ
ッ
プ

11
　�
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
こ
と
で
す

14
　�

イ
ケ
メ
ン
で
な
く
て
も
十

分
に
な
れ
ま
す

15
　�

あ
る
が
ま
ま

18
　�

新
幹
線
や
飛
行
機
で
は
こ

ち
ら
側
か
ら
埋
ま
る
こ
と

が
多
い

19
　�

同
伴
者
の
こ
と
で
す

20
　�

割
合

22
　�

地
震
対
策
で
固
定
し
ま
す

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

辻　
　

健
一　
　

平
川　

良
孝

　

山
下　

秀
和　
　

山
口
美
代
子

　

吉
村　

育
子　
　

平
原　

一
幸

　

山
之
口
光
雄　
　

桐
原　

隆
志

　

栗
木
ト
シ
子　
　

溝
口　

卓
也

　

久
木
田
香
那　
　

鵜
木　

章
子

　

中
島　

博
信　
　

弥
栄　

博
光

　

川
畑
ひ
じ
り　
　

久
留
須
聡
美

　

山
元　

幸
一　
　

久
木
田
涼
那

　

朝
野　
　

潔　
　

高
田　

三
男

九州労働金庫の定める保証機関保 証 機 関

県内の中小企業にお勤めの
方ならどなたでもご相談い
ただけます。

月・火・木・金曜　10：00～ 19：00
土曜・日曜　10：00～ 17：00
（水曜・祝日は休業）

http://kyusyu.rokin.or.jp
＊九州ろうきんホームページアドレス

＊全労済ホームページアドレス

＊労福協ホームページアドレス
http://www.zenrosai.coop

http://kagoshima-rofuku.jp/

1 0120ー２６２ー２５２
? 099ー２３９ー１３２０

別途保証料（年0.7％・年1.0％・年1.2％のいずれか）が必要となります。

勤労者ファミリー資金融資
金利が下がりました！

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

別途保証料（年0.7％・
年1.0％・年1.2％の
いずれか）が必要と
なります


